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１２１

　平成12年

　　(2000)

　第1230号

●毎月1日･11日･21日発行

　　市　の　人　口

（平成12年１月１日現在）

69,424世帯（前月比28世帯■m

191,092人（前月比６人減）

　94,168人

　96,924人

世帯数

口
男
女

人

あ
な
た
の
応
急
手
当
て
が
命
を
救

う　
救
急
は
消
火
や
救
助
と
並
ぶ
消
防
の
大
き
な
仕
事

で
す
。
け
が
や
病
気
は
日
ご
ろ
の
心
掛
け
で
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け

が
や
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
救
急
車
を
呼
ぶ
だ
け
で

な
く
、
到
着
す
る
ま
で
に
各
自
が
で
き
る
大
切
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
応
急
手
当
て
で
す
。

救
急
車
は
市
民

み
ん
な
の
も
の

　
急
な
病
気
や
け
が
で
生
命
の

危
機
に
あ
る
人
を
救
う
の
に
役

立
つ
救
急
車
。
市
で
は
、
市
内

五
つ
の
消
防
（
分
）
署
に
救
急

車
を
配
置
し
、
市
民
の
通
報
に

即
応
し
出
場
で
き
る
態
勢
を
整

え
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
年
の
統
計
を
見
る
と

救
急
出
場
は
五
千
十
三
件
、
搬

送
し
た
人
は
四
千
七
百
四
十
人

で
し
た
。
前
年
と
比
較
す
る
と

そ
れ
ぞ
れ
二
百
六
件
（
四
こ

％
）
、
百
六
十
八
人
（
三
・
五

％
）
増
え
て
い
ま
す
。
病
気
や

け
が
の
程
度
で
は
軽
度
な
も
の

が
全
体
の
約
六
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
程
度
が
軽
い
も
の
で
頻

繁
に
出
場
し
て
い
る
と
本
当
に

必
要
な
と
き
に
出
場
で
き
な
い

事
態
も
発
生
し
ま
す
。

　
タ
ク
シ
ー
や
自
家
用
車
を
利

用
で
き
る
状
況
の
と
き
は
、
で

き
る
限
り
そ
れ
ら
を
利
用
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▲昨年の応急手当て講習会

救急出場数の推移
　(平成６年~10年)

事故別出場件数
　　〔10年中〕

搬送人員の傷病程度

　　　〔10年中〕
5.0

S傷429人

　　9.1％

4.5

4.0

搬

送
人

員

よ
り
多
く
の
命

を
救
う
た
め
に

に　すま受に
運市るたけはよ
ばでこそる通り
れはとのま報多
る平が間でかく
ま成必にのらの
で六要適時病命

に年で切開院を
医かすなぞで救
師ら　゜処短治う

の病　置く療た指院　を　、をめ

中
消
防
署
（
｀
２
２
０
９
４
０
）

西
消
防
署
（
四
２
０
・
３
９
０
０
）

東
消
防
署
（
Ｈ
ｎ
*
８
７
１
ｎ
９
）

伊
勢
田
分
署
（
乙
４
３
４
７
８
０
）

横
島
分
署
（
四
２
４
･
　
i
n
ｒ
-
ｏ
５
）

せ講いす一一まばで＿
は習　゜の回般す日ま自
｀会　で講か　・程と治

各に　　｀習ら市をま゛
消関　本会公民調っ会

防す　紙を募対整たや

　る　を実し象し人各
雰お　ご施てと開数事
－問　覧し二し催が業

署い　くてかてし集所

　合　だい月まてまな
飛わ　さまにＣ、いれど

10

1
0
0
　
　
　
5
0
　
　
　
0

㈲
↑
蘇
生
の
チ
ャ
ン
ス

　　　　呼吸停止からの時間→　　(分)

▲適切な応急処置で多くの命が助かります

第10回紫式部

文学賞

市民推薦人募集

『
紫
式
部
』
。
そ
の
名
を
冠
し
た

紫
式
部
文
学
賞
は
、
伝
統
あ
る

女
性
文
学
の
継
承
と
発
展
を
目

的
に
、
こ
の
宇
治
市
に
誕
生
し

て
今
年
で
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
ま
で
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
数
々
の
文
学
作
品
が
選
ば

れ
て
き
ま
し
た
。

　
紫
式
部
文
学
賞
は
、
公
募
は

人在　ま　者　のいふ　品　象りばな評行
　勤tで◆多◆とたさ市をあと推れど論わ
　‥－募数募おだわで推なし薦たや家ず
　在蔓必集の集りけしは薦たてさ．宇゛
　学籍着期場定募るい｀Lもいれ市治出全
　す．一間合員集市作紫て｀また民市版国
　る：　　ＥはＥし民品式み今す作推民社の
　1≪寓　１抽10ま推を部ま年　゜品薦の及作

　歳に　月選人す薦推文せの　を人中び家
　以　　27 ゛。°人薦学ん受　選゜か新｀
　上荏　日　応　をし賞か賞　考にら聞文
　の・　困　募　次てに．作　対よ選社芸

　
◆
応
募
方
法
…
は
が
き
に
、

「
第
1
0
回
紫
式
部
文
学
賞
市
民

推
薦
人
希
望
」
と
明
記
の
う
え
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
性
別
・
職
業
（
勤
務
先
・

学
校
名
）
を
記
入
し
、
文
化
自

治
振
興
課
へ
。

　
◆
問
い
合
わ
せ
先
…
文
化
自

治
振
興
課
（
容
内
線
2
2
2
3
）
。

1159

導
の
も
と
高
度
な
医
療
行
為
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
救
急
隊
員
＝

救
急
救
命
士
を
配
置
、
併
せ
て

高
規
格
救
急
車
を
二
台
配
置
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
効
果
を
あ
げ
る
に
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。
正
確
で
落
ち
着
い
た
通

報
、
道
路
通
行
時
に
速
や
か
に

道
を
譲
る
な
ど
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
最
も
大
切
な
こ
と
が
応
急

手
当
て
な
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
応
急
手

当
て

　
た
と
え
ば
、
何
ら
か
の
原
因

で
呼
吸
が
止
ま
っ
た
場
合
、
数

分
後
に
は
心
臓
も
停
止
し
ま
す
。

こ
う
し
た
と
き
に
は
少
し
で
も

早
く
人
工
呼
吸
や
心
肺
蘇
生
法

を
し
な
い
と
脳
に
血
液
が
回
ら

な
く
な
り
、
生
き
返
る
割
合
が

減
り
ま
す
。
生
き
返
っ
て
も
、

脳
に
障
害
が
残
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い

る
の
が
下
図
の
ド
リ
ン
カ
ー
の

救
命
曲
線
で
す
。
呼
吸
停
止
二

分
以
内
に
人
工
呼
吸
を
始
め
る

と
約
九
〇
％
の
確
率
で
蘇
生
で

き
ま
す
が
、
三
分
後
で
七
五
％
、

四
分
後
で
五
〇
％
、
五
分
後
で

二
五
％
と
短
い
時
間
で
急
激
に

蘇
生
率
が
下
が
っ
て
い
き
、
六

分
以
上
に
な
る
と
○
％
に
近
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
が
一
一
九
番
通
報
を

受
け
て
か
ら
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
宇
治
市
で
は
平
均
五
分
は

か
か
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
っ
た
患
者

を
救
命
す
る
た
め
に
は
救
急
隊

員
に
そ
の
ま
ま
渡
し
て
は
遅
す

ぎ
ま
す
。
急
い
で
搬
送
し
て
病

院
で
高
度
な
医
療
を
受
け
て
も

救
命
率
は
あ
ま
り
上
が
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
何
よ
り
、
そ
の
場
に

い
る
人
が
一
刻
も
早
く
適
切
な

応
急
手
当
て
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
救
急
隊

員
、
医
療
機
関
の
三
者
の
救
命

の
リ
レ
ー
が
完
成
す
る
の
で
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
ひ
と
り
で

も
多
く
の
人
に
応
急
手
当
て
を

覚
え
て
も
ら
う
た
め
講
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
講
習
会
は
約

三
時
間
で
、
気
道
確
保
や
人
工

呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
止

血
法
な
ど
の
詳
し
い
説
明
と
訓

練
を
受
け
て
も
ら
い
、
修
了
者

に
は
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
　
市
内
の

各
消
防
（
分
）
署
で
は
、
町
内

　
昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六

日
、
奈
良
法
隆
寺
金
堂
か
ら
出

火
し
た
火
災
に
よ
っ
て
、
世
界

的
な
至
宝
と
い
わ
れ
た
金
堂
の

仏
画
の
大
半
が
消
失
、
こ
れ
を

教
訓
と
し
て
文
化
財
を
火
災
か

ら
守
ろ
う
と
、
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
宇
治
上
神
社
や
平

等
院
を
は
じ
め
多
く
の
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
消
防
本
部
や
消

防
団
で
は
「
火
災
か
ら
守
ろ
う

　
み
ん
な
の
文
化
財
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
一
月
二
十
三
日
間
か
ら

二
十
九
日
出
ま
で
の
Ｉ
．
週
間
、

火
災
か
ら
守
ろ
う

　
み
ん
な
の
文
化
財

１
月
2
6
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
。
文

化
財
特
別
査
察
や
文
化
財
社
寺

等
の
自
衛
消
防
隊
と
合
同
消
防

訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
か
ら
発
生
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
、
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
貴
重
な
文
化

財
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

月川眞理奈
ピアノ・リサイタル

２月２０日(日)

午後５時開演
文化センター小ホール
前売り券発売中（全席指定）

入場料　3,500円（当日券は５００円増）

プレイガイド観光協会､観光案内所（近鉄大久保駅構内･宇治橋西詰）、

　　　　　　東宇治･西小倉・南宇治･棋島各コミュニティセンター、

　　　　　　アルプラザ城陽･宇治東

　　問い合わせ・宇治市文化センター020－2111）

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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介護保険

1
月
末
か
ら
要
介
護
認
定
の
結

果
を
通
知
し
ま
す

認
定
を
受
け
た
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
昨
年
の
十
月
か
ら
十
二
月
末
ま
で
に
要

介
護
認
定
の
申
請
を
し
た
人
の
認
定
結
果
を
、
こ
の

一
月
末
に
一
斉
に
通
知
し
ま
す
。
要
支
援
・
要
介
護

と
認
定
さ
れ
た
人
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
介
護
保
険
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を

四
月
か
ら
利
用
す
る
た
め
に
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
）
の
作
成
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
今
回
は
、
こ
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

　
　
回
高
齢
福
祉
医
療
課
（
昔
内
線
2
8
4
7
）

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
は
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況

な
ど
に
応
じ
、
ま
た
希
望
に
沿

っ
て
、
ど
ん
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
ど
こ
か
ら
ど
の
程
度
受
け
る

か
を
決
め
た
計
画
の
こ
と
で
す
。

四
月
一
日
か
ら
は
、
こ
の
計
画

に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

の
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
を

選
択
・
：
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

を
選
び
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

に
っ
い
て
事
前
に
相
談
を
し
ま

す
。

　
市
内
の
指
定
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
自
分
で
作
成

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ

の
場
合
、
自
分
で
サ
ー
ビ
ス
の

申
し
込
み
手
続
き
を
行
い
、
毎

月
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
表
な
ど
を

作
成
し
て
市
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

②
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
依

頼
届
出
書
を
提
出
…
「
居
宅
サ

ー
ビ
ス
計
画
作
成
依
頼
届
出
書
」

に
必
要
な
記
載
を
し
た
後
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
を
通
じ
て

市
に
提
出
を
し
ま
す
。

③
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支

援
専
門
員
）
に
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
を
依
頼
・
：
「
居
宅
サ
ー

ビ
ス
計
画
作
成
依
頼
届
出
書
」

で
市
に
届
け
出
た
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
に
所
属
す
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
、
正
式
に
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。

　
な
お
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

は
、
市
外
の
指
定
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

④
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
…
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
談
し
な
が

ら
、
利
用
目
的
に
合
わ
せ
て
サ

ー
ビ
ス
を
選
び
ま
す
。
同
時
に
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

市内指定居宅介護支援事業者一覧(SPBS12年1 n 1BIIS)
居　宅　介護　支　援事　業　者 住　　　所 電話番号

１ (医)和松会訪問看護ステーション｢まごころ24｣六地蔵奈良町９ 33-1707
２ (医)中村医院介護支援事業所 六地蔵町並38-22 31-5237
３ 小田部小児科・内科医院 六地蔵町並32 32-6205
４ (医)社団神野医院 木幡赤塚20 31-4874
５ 介護支援センターくらしのハーモ二ー 木幅金草原43 33-8270
６ 大石木幡医院 木幡大瀬戸46 33-0306
７ ニングルの森平尾 平尾台一丁目3-8 33-1882
８ (医)栄仁会宇治黄桑病院 五ヶ庄三番割32-1 32-8399
９ (医)栄仁会訪問看護ステーションおうばく 五ヶ庄三番割32-1 31-6464

10 (財)宇治市福祉サービス公社東宇治 五ヶ庄折坂5-149 38-2346

11 たのべ医院 五ヶ庄折坂56-1プレステージ黄聚I階 33-8178

12 宇台病院居宅介護支援事業所 五ヶ庄芝ノ東28-3 33-1405
13 (有)ゆいネット 羽戸山二丁目1-107 32-5897
14 宇台明星園介護サービスセンター 菟道岡谷16-3 23-7880

15 井上接骨院出張所 宇治妙楽171-7 24-7390

16 (医)一心会訪問看護ステーションとくら 宇治山本27 22-4520
17 バスビィ介護サービス宇台 宇治乙方7-13 22-3171

18 アイリスケアセンター宇治 4;台壱番134-1台荒川ビル１階 25-5632

19 (医)岡本病院(財団)居宅介護支援事業所ひまわり神明石塚54-14 46-7831
20 天ヶ瀬苑デイサービスセンター指定居宅介護支援事業所 白川東山15 23-0030

21 特別養護老人ホーム天ヶ瀬苑指定居宅介護支援事業所白川東山15 23-0030

22 (福)白川明星園介護サービスセンター 白川鍋倉山22-10 21-7566
23 京都ゆうゆうの里居宅介護支援事業所 白川鍋倉山14-1 28-1001
24 (医)仁心会居宅介護支援センターうじがわ 小倉町老ノ木31 22-1335
25 (医)徳洲会宇治徳洲会ケアプランステーション 小倉町春日森86-1 20-1111
26 (医)徳洲会宇治徳洲会訪問看護ステーション 小倉町春日森86-1 20-3222
27 完岡医院居宅介護支援センター 小倉町西畑4i-2i 21-2507

28 宇台市小倉介護サービスセンター 小倉町西畑i-4 21-6277
29 笹平診療所 小倉町南堀池109 21-4523
30 (医)鉢嶺医院 小倉町山際1-3 20-0255
31 (財)宇治市福祉サービス公社西小倉 小倉町山際63-1 22-3029
32 介護支援センターメディ・ケアー 開町50-2 43-9507

33 月村接骨院出張所 伊勢田町毛語109
北野ハイツ

46-1491

34 (福)不動園平盛居宅介護支援事業所 大久保町平盛91-3 45-1500
35 やましろ健康医療生活協同組合あさくら診療所大久保町山ノ内19-1 46-5151

36 やましろ健康医療生活協同組合訪問看護ステーションあさくら 大久保町北ノ山104サンビーム大久保105 48-3222

37 (福)一竹会宇治さゎらび園居宅介護支援事業所 棋島町郡50-1 21-6860

業
者
も
選
び
ま

す
。

⑤
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
同
意
…
ケ
ア

プ
ラ
ン
が
で
き

た
ら
、
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
・
利

用
者
負
担
な
ど

に
っ
い
て
最
終

的
に
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
か

ら
説
明
を
受
け
、

内
容
に
問
題
が

な
け
れ
ば
承
認

し
ま
す
。

⑥
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
契
約
を

し
ま
す
。

⑦
サ
ー
ビ
ス
利

用
票
の
受
け
取

り
・
：
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
が
完
了
し
た
ら
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
か
ら
サ
ー

ビ
ス
利
用
票
を
受
け
取
り
ま
す
。

⑧
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
交

付
・
：
三
月
初
旬
ご
ろ
、
市
か
ら

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
送
付

す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

は
無
料
で
す
。
ま
た
、
要
介
護

認
定
の
申
請
を
し
て
い
れ
ば
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
な
く
て

も
、
介
護
保
険
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
の
場

合
、
い
っ
た
ん
利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
費
の
全
額
を
支
払
い
ま
す
。

そ
の
後
、
受
け
た
認
定
結
果
に

基
づ
い
て
、
毎
月
市
役
所
に
領

収
書
を
持
参
し
て
手
続
き
を
行

い
、
九
割
分
の
払
い
戻
し
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あなたのまちでも

　災害への備えを

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

十
万
棟
も
の
住
居
が
倒
壊
し
ま

し
た
が
、
そ
の
下
敷
き
と
な
っ

た
人
の
八
〇
％
は
、
近
所
の
皆

さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
救
出
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、

要
支
援
・
要
介
護
等
の
区
分

　
要
介
護
認
定
は
、
要
支
援
と
　
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

要
介
護
一
か
ら
五
ま
で
の
六
段

一

認
定
さ
れ
た
区
分
ご
と
に
定
め

(月額)
要支援･要介護等の区分と費用の目安

区分 状　　　　態 在宅平均利用額利用者負担額

非該当(自立)
介護保険の給付対象者
には該当しない

- -

要支援社会的支援を要する 64,000円 6,400円

要

介

護

１ 部分的な介護を要する 170,000円 17,000円

２ 軽度の介護を要する 201,000円 20,100円

３ 中等度の介護を要する 274,000円 27,400円

４ 重度の介護を要する 313,000円 31,300円

５ 最重度の介護を要する 363,000円 36,800円

＊在宅平均利用額とは…要介護度別にサービスの標準

　的な利用例を前提に､一般的な利用形態や効率的な利

　用という観点を踏まえ､仮単価を代入したものです。

＊利用者負担とは…利用したサービス費用の１割を自

　己負担します｡ただし､低所得者に対する負担の軽減

　を検討中です。

防
災
関
係
機
関
は
全
力
を
挙
げ

て
対
策
活
動
に
取
り
組
み
ま
す

が
、
道
路
事
情
や
消
火
水
利
な

ど
が
悪
化
し
、
そ
の
活
動
は
著

し
い
支
障
を
受
け
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
災
害
発
生
直
後

の
一
刻
を
争
う
よ
う
な
場
合
に

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
同

様
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
互

い
に
協
力
し
、
助
け
合
う
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

助
け
合
っ
て
災
害
対
策
に
取
り

組
む
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域

で
の
交
流
を
活
発
に
行
う
と
共

に
、
必
要
と
な
る
器
材
な
ど
を

備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
町
内
会
・
自
治
会

が
地
域
の
防
災
活
動
の
一
環
と

し
て
、
下
表
の
防
災
用
器
材
を

購
入
す
る
場
合
に
は
、
購
入
費

の
二
分
の
一
を
補
助
し
て
い
ま

す
（
補
助
金
限
度
額
十
万
円
。

一
団
体
一
回
限
り
）
。

　
　
『
地
域
の
安
全
は
、
地
域
で

守
る
』
た
め
に
、
ぜ
ひ
こ
の
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
管
理

部
総
務
課
（
萱
内
線
2
0
5
2
）

へ
。

ら
れ
た
限
度
額
（
未
定
）
の
範

囲
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
要
支
援
・
要
介

護
等
の
区
分
と
費
用
の
目
安
は

防災用器材購入の補助対象になるもの

情報連絡用 電池式メガホン､携帯用無線機及び携帯用ラジオ
(FM付)

初期消火用 消火器､消火器格納箱､消火用バケツ､砂袋､ヘルメッ
ト及び防火衣､防水シート、シャベル､ツルハシ

救出活動用 ロープ､掛矢､くい､土のう､はしご､のこぎり､ハン
マー､ジャッキ､バール及びペンチ

救　護　用 担架、救急セット、テント、毛布及びシート

避難　用 電池式強力ライト､標旗､メガホン､警笛及び標識
板

給食給水用 鍋､釜､コンロ､給水用タンク及びガスボンベ
そ　の　他 防災服､腕章､防災倉庫(資機材格納庫)及びリヤカー

　
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
ど
こ

に
避
難
す
る
か
、
ぜ
ひ
家
族
で

話
し
合
っ
て
、
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
家
族

が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
も
集
ま

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
直

後
に
は
、
ま
ず
家
族
の
安
全
を

確
認
す
る
、
隣
近
所
の
皆
さ
ん

の
安
全
を
確
認
す
る
た
め
に
声

左
上
表
の
と
お
り
で
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
、
利
用
者
は
利
用
し
た
費

用
の
一
割
を
自
己
負
担
し
ま
す
。

非
該
当
（
自
立
）
霊
知
を
受
け
た
人

　
　
「
非
該
当
」
と
は
心
身
の
状

況
が
社
会
的
支
援
を
必
要
と
す

る
状
態
に
は
至
っ
て
い
な
い
と

判
断
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
場
合
、
四
月
か
ら
の
介

護
保
険
制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
が
、

市
で
は
保
健
や
福
祉
に
よ
る
生

活
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
現
在
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
検
討
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

①
自
立
と
判
定
さ
れ
た
高
齢
者

な
ど
に
対
す
る
生
活
支
援
型
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　
②
現
行
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
に
対
す
る
五
年
間
の
経
過

措
置
事
業
の
実
施
　
③
そ
の
他

を
掛
け
合
う
、
初
期
消
火
や
初

期
救
出
・
応
急
手
当
て
に
取
り

組
む
な
ど
、
そ
の
場
に
い
る
皆

さ
ん
で
な
け
れ
ば
取
り
組
め
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

避
難
す
る
時
に
は
非
常
持
ち
出

し
品
を
持
ち
、
で
き
る
だ
け
集

団
で
行
動
を
し
ま
す
。
高
齢
者

・
障
害
者
で
あ
る
、
病
気
・
け

が
を
し
て
い
る
、
乳
幼
児
が
い

る
、
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
な

ど
の
た
め
に
避
難
の
際
に
手
助

け
が
必
要
な
人
に
は
、
ぜ
ひ
地

域
の
皆
さ
ん
で
助
け
合
っ
て
、

お
互
い
の
安
全
を
確
認
し
な
が

ら
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
寄
り
の
避
難
所
は
、
お
手

元
の
十
一
年
度
版
『
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
』
に
掲
載
の
『
市
内
公

共
施
設
マ
’
ツ
プ
』
で
確
認
を
。

　
な
お
、
宇
治
蔭
山
に
あ
っ
た

「
蔭
山
多
目
的
広
場
」
の
避
難

地
指
定
は
解
除
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
は
、
必

ず
別
の
最
寄
り
の
避
難
所
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
『
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を
お

持
ち
で
な
い
人
は
、
広
報
課

（
萱
内
線
2
0
6
9
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

の
生
活
支
援
対
策
・
地
域
参
加

型
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

の
実
施
で
す
。

　
ま
た
現
在
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て
い
る
人

の
う
ち
、
「
非
該
当
」
「
要
支

援
」
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、
法

律
上
、
五
年
間
の
経
過
措
置
に

よ
っ
て
入
所
を
継
続
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
心
身
の
状
況
が
変
化

し
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に

な
っ
た
と
き
は
、
い
っ
で
も
要

介
護
認
定
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

認
定
結
果
に
不
服
が
あ
る
と
き

　
認
定
の
結
果
に
不
服
が
あ
る

時
は
、
京
都
府
介
護
保
険
審
査

会
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
高
齢
福

祉
医
療
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

毎
月
開
催
し
て
い
る
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

気
軽
に
音
楽
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格
・
：
市
内
を
中
心
に

演
奏
活
動
を
し
て
い
る
個
人
・

グ
ル
ー
プ
。
音
楽
で
あ
れ
ば
邦

楽
や
洋
楽
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
カ
ラ
オ
ケ
は
除

き
ま
す
。

◆
出
演
日
時
等
・
・
・
演
奏
時
間
は

市
役
所
開
庁
日
の
午
後
Ｏ
時
1
5

分
～
4
5
分
。
場
所
は
市
役
所
１

階
の
市
民
交
流
ロ
ビ
ー
。
出
演

日
は
相
談
に
よ
り
決
定
し
ま
す

（
1
2
年
４
月
か
ら
1
3
年
３
月
ま

で
１
か
月
に
１
回
程
度
開
催
の

予
定
）
。

◆
応
募
方
法
・
・
・
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
１
月
3
1

日
間
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
文
化

自
治
振
興
課
（
〒
６
１
１
－
８

５
０
１
、
フ
ァ
ク
ス
2
1
・
0
4

0
8
）
へ
。
申
込
書
は
市
役
所

の
ほ
か
、
各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
市
公

共
施
設
に
置
い
て
い
ま
す
。

◆
注
意
事
項
・
・
・
謝
礼
、
交
通
費

は
お
支
払
い
し
ま
せ
ん
。
ピ
ア

ノ
以
外
の
楽
器
は
出
演
者
が
用

意
し
、
搬
入
・
搬
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
窓
口
業
務
に
支
障

と
な
る
大
き
な
音
響
の
も
の
や

特
定
の
団
体
、
個
人
を
中
傷
す

る
も
の
、
宗
教
活
動
や
政
治
活

動
、
営
利
を
目
的
と
し
た
演
奏

は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
：
文
化
自
治
振

興
課
（
公
内
線
2
2
2
3
）
。

12年度

市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
出
演
者
募
集

中小企業の皆さんへ

◆中小企業融資の利子補給申請を受付

　市では右表の融資制度を利用さ

れた人に対して、前年中に支払っ

た利子の補給を行っています。該

当する人は２月10日俐までに商工

観光課へ申請してください。

＜申請資格＞

　12年１月１日現在において市内

に引き続き１年以上住所（法人は

本店所在地）を有する中小企業者

融　資　制　度　名 補給率（補給期間）

宇治市中小企業低利融資(⑨)

融資申込受付が

平成10年1月16日～10年12月28日
　利率2.6％のうち2.0％(2年間)
平成11年１月４日以降

　利率2.6％の全額(2年間)

国民生活金融公庫

　小企業等経営改善資金融資（R)
融資金利のうち0.7％(2年間)

京都府経営強化特別融資

　緊急経営支援資金
　((話ﾄ緊急経営支援資金)

融資金利のうち0.7％(2年間)

◆保証料補給

　右表の融資制度を利用された人に対しては、

保証協会に支払った保証料を補給しています。

申請資格など詳しくは商工観光課にお問い合

わせください。

融　資　制　度　名 補給率

宇治市中小企業低利融資（⑨） 全　額

京都府中小企業振興融資

(⑥-⑩)＜無担保無保証人資金＞
2／3

京都府小企業特別融資(R) 1／2

◆中小企業信用保険法の認定

　中小企業者が必要とする事業資金の円滑な供給を図るために京都信用保証協会が行って

いる「金融取引安定化特別保証制度」の申し込みには、中小企業信用保険法による市の認

定が必要です。商工観光課までご相談ください。

求人はハローワークへ
　長引く不況などにより、事業所からの求人が不足しています。求人募集をされる

場合は、ぜひハローワーク宇治まで申し込みをしてください。

　事業主に対して、特定求職者雇用開発助成金などの雇用を支援するさまざまな制

度があります。ご活用ください。

　圃ハローワーク宇治（宇治池森16-4 S20-8609）

］
利
用
料
を
支
払
え
」
と
い
う

一
電
話
が
業
者
か
ら
か
か
っ
て

ｍ
き
ま
す
。
家
族
に
確
認
し
ま

ｍ
し
た
が
、
全
員
利
用
し
た
覚

？
兄
は
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

］
業
者
は
「
通
話
時
間
の
記
録

戸
は
す
べ
て
と
っ
て
あ
る
・
早

匹

く
支
払
わ
な
い
と
延
滞
料
が

口
付
い
て
請
求
額
が
増
え
る
」

　
　
　
数
日
前
か
ら
「
テ

Ｑ

レ
フ
ォ
ン
ク
ラ
ブ
の

か
け
た
党
え
の
な
い

テ
レ
ク
ラ
の
利
用
料

1161

　　　　まだ使えるが使わなくなった品物がある、また譲ってほしい

　　品物がある人は登録を。特に、ご不要になったチャイルドシー

　　トがあれば、ぜひ登録を。

DR亘臼])＜有償〉…石油ファンヒーターヽハーフゴルフセットヽ歩行器ヽ

　　　　　　　ベビーラック、すやすやバス、クーバン、ベビーバス、ベビー

プール、ベビーガード、ベビーアスレチックセット、だっこひも、イオン整水

器、パソコン、食卓テーブル、ＣＤプレーヤー、バイオリン、大正琴、スタッ

ドレスタイヤ、和だんす

＜無償＞…シングルベッド、セミダプルペッド、カセットデッキ、パソコン、

編み機、本棚、多目的棚、ベビーダンス

　。　　　　　　　こたつ、シングルベッド、カセットデッキ、CDラジカセ、匹　

ビデオプリンター、パソコン、ワープロ、ドラムセット、

冷蔵庫、ガス湯沸かし器、自転車、風呂用ベビーいす、ジャングルジム、滑り

台、チャイルドシート、調乳ポット、手押し車、ベビーカーＡ、ベビーカーB、

ベビーチェア、ベビーハイチェア、ベビーベッド、歩行器、スキー板、スキー

ウェア、一編み機、うす、さね、車いす、碁石、碁盤、ホームベーカリー、物置、

物干し台、衣類乾燥機､洗濯機、掃除機、文机、事務机、石油ファンヒーター。

ガスファンヒーター、ダイニングテーブル、石油ストーブ、エアロバイク、折

り畳みベッド、太パイプ式ハンガー、コピー機、ベビーガード

　
宇
治
市
内
に
本
店
の
あ
る
業

者
を
対
象
と
す
る
、
平
成
十
二

・
十
三
年
度
の
指
名
競
争
入
札

等
参
加
資
格
審
査
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

Ａ
申
請
の
資
格
Ｖ

　
次
の
項
目
の
う
ち
、
一
つ
で

12-13年度　　ノT゛'7'ダヽ、

指名入札等登録申請

受け付け（2月7日（月）から）

と
言
い
ま
す
。
使
っ
た
覚
え

が
な
い
の
で
支
払
い
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
テ
レ
フ
ォ
ン
ク
ラ

　
Ａ

ブ
の
シ
ス
テ
ム
を
あ

る
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
み

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

利
用
し
た
い
人
は
、
ま
ず
業

者
に
電
話
を
し
て
電
話
番
号

と
暗
証
番
号
の
登
録
を
し
、

直
後
に
登
録
確
認
の
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
登
録
は
終
了

し
ま
す
。
登
録
後
は
暗
証
番

号
と
会
員
番
号
（
こ
の
業
者

で
は
登
録
し
た
電
話
の
電
話

番
号
）
を
入
力
す
れ
ば
、
ほ

か
の
電
話
や
携
帯
電
話
、
公

衆
電
話
か
ら
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
料
金
と
振

込
先
は
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

終
わ
っ
た
と
き
に
通
知
さ
れ

ま
す
の
で
、
利
用
者
は
後
日

振
り
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
振
り
込
み
が
な
い
場

合
に
は
登
録
し
た
電
話
番
号

の
持
ち
主
に
請
求
の
電
話
が

も
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
人

（
業
者
）
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

○
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
ま

た
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い

人
　
○
宇
治
市
税
を
滞
納
し
て

い
る
人
　
○
建
設
工
事
で
は
、

申
請
期
間
の
終
了
日
現
在
で
当

該
業
務
開
始
後
２
年
未
満
の
人
、

建
設
業
法
の
営
業
許
可
を
得
た

後
２
年
未
満
の
人
、
経
営
事
項

審
査
を
受
け
て
い
な
い
人
　
○

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
等
で
は
申
請
期
間
の
終
了

日
現
在
で
当
該
業
務
開
始
後
２

年
未
満
の
人
、
業
務
ご
と
に
市

が
定
め
る
営
業
に
関
す
る
登
録

を
得
た
後
２
年
未
満
の
人

　
詳
し
く
は
「
申
請
要
領
」
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
「
申
請

要
領
」
は
一
月
二
十
一
日
倒
か

ら
管
財
契
約
課
で
配
付
し
ま
す
。

回
同
課
（
萱
内
線
2
1
0
7
）
。
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て
き
た
登
録
確
認
の
着
信
記

録
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。
利
用

記
録
が
出
て
き
た
場
合
、
本

当
に
だ
れ
も
利
用
し
て
い
な

い
か
ど
う
か
、
も
う
一
度
家

族
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
利

用
記
録
が
な
い
場
合
は
、
利

用
し
て
い
な
い
と
業
者
に
伝

え
、
支
払
い
拒
否
の
意
思
表

示
を
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

か
か
り
ま
す
。
最
近
の
テ
レ

フ
ォ
ン
ク
ラ
ブ
は
こ
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
暗
証
番
号
と

会
員
番
号
さ
え
わ
か
れ
ば
だ

れ
で
も
利
用
で
き
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　
業
者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

場
合
、
ま
ず
最
初
に
登
録
し

た
日
付
と
時
間
、
そ
の
後
の

利
用
状
況
の
詳
細
（
日
付
と

時
間
）
を
求
め
、
そ
れ
を
も

と
に
最
初
の
登
録
時
の
送
信

記
録
や
、
業
者
か
ら
か
か
っ

　
本
紙
一
月
一
日
号
に
掲
載
の

「
お
正
月
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
に
は
二
百
四
十
七
通
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
正
解

は
「
サ
ン
ノ
マ
」
。
正
解
者
二

百
四
十
五
通
の
中
か
ら
Ａ
賞

「
植
物
公
園
入
園
券
」
は
岩
崎

淑
子
さ
ん
（
宇
治
）
ほ
か
十
九

組
、
Ｂ
賞
「
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
入
館
券
」
は
井
上
光
子

さ
ん
（
横
島
町
）
ほ
か
十
九
人

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
応
募
に
際
し
て
、
市
政
だ
よ

り
に
対
す
る
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
「
役
立
っ
て
い
る
」
「
い
つ

も
読
ん
で
い
る
」
「
楽
し
み
に

し
て
い
る
」
な
ど
の
ほ
か
、
よ

く
読
ま
れ
て
い
る
記
事
と
し
て

「
情
報
ボ
ッ
ク
ス
」
や
「
公
共

施
設
め
ぐ
り
」
「
あ
ん
な
本
こ

ん
な
本
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
掲

載
希
望
に
つ
い
て
は
、
都
市
計

画
や
公
園
整
備
の
状
況
、
名
木

百
選
の
現
況
調
査
や
報
告
、
歴

史
や
名
所
・
史
跡
の
紹
介
、
宇

治
の
昔
話
、
市
民
が
登
場
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
載
せ
て
ほ
し
い
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
「
市
政
だ
よ
り
」
を

市
民
の
皆
さ
ん
が
市
政
に
関
す

る
情
報
を
手
に
入
れ
る
一
番
身

近
な
手
段
と
考
え
、
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
よ
り
よ
い
紙
面
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 お正月ｸﾛｽﾜｰﾄﾞﾊﾟｽﾞﾙ

　答えは｢ｻﾝﾉﾏ｣

　ご意見ありがとうございました

リサイクル情報

センター開設中

消費生活
相談室から
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催し

・市立幼稚園こども展

　園児の絵画や製作物、写真など

を展示します。レとき…１月28日

金～30日(日)、午前９時～午後４時

[＞ところ…中央公民館　回学校教

育課(s内線2624)。

・大久保青少年センター

　圃同センター(容44-7447)へ。

　＜バードウォッチング教室＞[＞

とき…２月６日(日)、午前９時20分

～午後３時レ行き先…深泥池・賀

茂川(集合・解散＝近鉄大久保駅)

C＞対象７･小学生以上(保護者同伴

可)[＞定員…なし[＞費用…運賃(往

復)大人1080円、小人560円。

■市民講座｢鳥とともに生きる

　古代の人々｣

　[＞とき…下表のとおり。いずれ

も午前10時～正午[〉ところ…生涯

学習センターレ対象…市内在住の

人に＞定員…先着50人E＞保育…有

(2～5歳)[〉講師…古代研究家・

高木千載さんC＞参加費…無料　田

同センター(322-0220)へ。

2/17團 古事記のなかの鳥

2/24俐 万葉集①ほととぎす類を中心に

3/2Ⅲ 万葉集②水鳥を中心に

・淀川水系水源地シンポジウム

　[＞とき…２月19日出、午後１時

～４時半[＞ところ…大津プリンス

ホテルE＞内容…俳優・柳生博さん

の講演、｢淀川の自然と水を考え

る・水源地からのメッセージ｣を

テーマにパネルディスカッション

など[＞送迎定員７･20人(多数の場

合は抽選)。市役所前から送迎t＞

費用…無料　圃往復はがきに住所・

氏名一年齢・電話番号を記入し、

１月31日(月)(消印有効)までに河川

課(容内線2380)へ。

　
宇
治
市
の
主
任
児
童
委
員
十

九
人
の
う
ち
、
任
期
満
了
に
よ

る
三
人
の
後
任
が
次
の
と
お
り

決
ま
り
、
厚
生
大
臣
と
京
都
府

■心身障害者教室｢やまぶき学級｣

　～フラダンス・ディスコパーティー～

　[＞とき…２月13日(日)、午後１時

半～３時半[〉ところ…木幡公民館

【＞対象…市内在住・在勤の心身障

害者レ定員…先着30人l＞参加費…

300円　厘】２月２日困までに社会

教育課(a内線2615)。

■野外活動リーダー教室

べ＞とき…２月26日出・27日(日)、

１泊２日[＞ところ…アクトパル宇

治[〉対象…高校生以上t＞定員…30

人(多数の場合は抽選)l〉費用…大

人5600円・高校生4300円(食事代

を含む)Ⅲ往復はがきに住所・氏

名・年齢・性別・電話番号を記入

し、２月11日SJi)(消印有効)までに

アクトパル宇治(=r

601-1392西笠

取辻出川西1、a075-575-350i)

へ。

■女性セミナー｢基礎講座｣

　[＞とき…２月19日～３月18日の

土曜、午後２時～４時【＞ところ…

生涯学習センタ-＞テーマ…ポン

ドの自分と出会うために女性問題

を学ぼう[〉対象…市内在住、在勤、

在学の女性(16歳以上)C〉定員…20

人[＞参加費…無料t＞保育…有(2

歳～小学低学年)HI月31日(月)ま

で(必着)に直接か、はがき・ファ

クス・電話で女性政策室(320-87

69、FAX20-8778)へ。

お知らせ

・小・中学生長崎訪問団(第10集)

　感想文集を差し上げます

　宇治市平和都市推進協議会では、

核兵器の恐ろしさや平和の大切さ

を次代を担う子どもたちに学んで

もらうため、昨年フ月に小学６年

生・中学１年生の40人による訪問

団を長崎に派遣。このたびその参

加者の感想文集『平和への願いも

新たに　小・中学生長崎訪問団文

集(第10集)』を発行しました。子

どもたちの素直な平和への思いを

つづった文集を、希望する人に無

料で差し上げます(郵送不可、部

数に限りあり)。昌企画管理部総

務課(s内線2053)。

■家畜飼養頭羽数等調査

　京都府では毎年２月１日現在の

次の家畜(小・中学校飼養及び愛

がん用を除く。牛・豚・鶏・めん

羊・山羊・馬・みつばち・マガモ・

アヒル・アイガモ・ガチョウ・七

面鳥・うずら；きじ・猪・猪豚・

うさぎ・ミンク・実験用マウス・

実験用ラット)の頭羽数などを調

査しています。家畜を飼っている

人、飼料用作物を作付けされてい

る人は、農林茶業課へご連絡くだ

さい。調査用紙を送付します。

　圃同課(a内線2214)へ。

■2000年世界農林業センサスに

　ご協力を

　この調査は２月１日現在、全国

の農家、林家や農林業を営む事業

体に京都府知事が任命した調査員

がお伺いしますのでご協力をお願

いします。なお、回収した調査票

は統計作成以外の目的に使用しま

せん。　回企画課(s内線2083)。

■トレーニング機器実技講習会

　[＞とき…１月29日出、午後１時

半～C〉ところ…黄聚体育館[＞対象

…15歳以上の人(中学生は除<)C＞

定員…先着30人C＞参加費…1000円

(印鑑持参)圃同館(昔33-4001)。

顔写真or×2.5r)が必要。

■排水設備工事公認業者制度が

　変わりました

　宅地内の排水設備の新設や改造ヽ

などは宇治市公認業者でなければ

工事ができませんでしたが１月か

ら｢排水設備工事公認業者制度｣

が｢排水設備指定工事業者｣に変

わりました。これは下水道排水設

備工事責任技術者試験に合格した

資格者がいるなどの一定要件のあ

る業者が指定工事業者として、こ

れらの工事を行えるように規制が

緩和されたものです。業者数の増

加により工事を依頼される際、選

択の幅が広がることになります。

　圃下水道管理課(a内線2452)。

■

赤十字救急講習会

　レとき…２月20日(日)、午前10時

～午後５時[＞ところ…中央公民館

E〉対象…15歳以上の人(中学生を

除＜)[＞定員…先着30人[＞教材費

…720円　圃日本赤十字社京都府

支部宇治市地区事務m(社会福祉

援護課内、昔内線2303)へ。

福祉

■介護保険目前！私たちの権利

　擁護を考えるつどい

　家族やあなたが痴ほうになって

も安心して暮らせるまちにしませ

んか。[＞とき・内容・ところ…下

表のとおり。いずれも午後１時半

～４時半[〉参加費…無料　回社会

福祉協議会(322-5650、FAX22-56

54)。

1/23
(a)

どう考える？

　宇治市における権利擁護のしくみ

　　大阪ぁぃぁぃﾈｯﾄ所長

　　　　　　大國美智子さん

(東宇治地域福祉センター)

2/12
(土)

どう選ぶ？

　福祉サービス～介護保険下で

　の情報提供のあり方～

　　老人ﾎｰﾑをよくする市民の会代表

　　　　　　本間郁子さん

(西小倉地域福祉センター)

3/5
(日)

どうつくる？

　福祉チェックのシステム～介護

　保険と福祉オンプズパーソン～

　　湘南福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ代表
　　　　　　　上田晴男さん

(生涯学習センター)

■初心者ママの勉強会

　t＞とき…２月３日俐、午前10時

～11時半t＞ところ…中央公民館[＞

内容…子どもの育ち方とかかわり

についてc〉対象…琵琶台・折居台

・神明一白川・安田町・寺山台・

広野地域の人で生後10か月までの

赤ちゃん(第１子)をもつ母親[＞定

員…10人(子ども同伴)HI月24

日(月)から地域子育て支援センター

(324-6511)へ。

■車いす介助講習会

　E〉とき…２月５日出、午後１時

半～４時t＞ところ…総合福祉会館

[〉内容…車いすの操作方法・介助

方法[＞参加費…無料t＞定員…先着

20人　圃2月１日固までに社会福

祉協議会(容22-5650

FAX22-5654)。

■母子・父子家庭新入学児童

　祝い励ます会

[＞とき…３月５日(日)、午後１時

半～３時半t＞ところ…総合福祉会

館[〉対象…４月に小学校に入学予

定の母子・父子家庭の児童　圃1

月31日(月)までに地域の母子会役員

か民生児童委員へ。回障害者母子

福祉課(a内線2307)。

官公署・その他

■府立婦人教育会館・館外講座

　｢21世紀女と男のﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ｣

　[＞とき…２月10日田、午後１時

半～３時半[＞ところ…木津町中央

交流会館(いずみホール)[＞講師…

精神科医・有賀やよいさんE〉受講

料…無料　回2月７日(月)までに婦

人教育会館(a075-955-6941)へ。

１月27日田までは社会教育課(a

内線2615)でも受付。

■住宅金融公庫からのお知らせ

　～返済が困難な人への返済方法

　などの相談について～

　昨年11月に政府決定された｢経

済新生対策｣により、勤務先の倒

産などにより返済困難となった人

への返済方法の変更措置の適用期

限が平成13年３月31日まで延長さ

れました。返済条件変更の対象と

なった人は…①返済期間を最長10

年間延長し、毎月の返済負担を軽

減します(毎月の返済額は減少し

ますが総返済額は増加します)。

②失業または収入が大幅に減った

人は、さらに｢３年間の据置期間｣

を設定、据置期間における適用金

利の｢5%までの引き下げ｣など

の変更により、収入が回復するま

での間の負担の軽減ができます。

　回住宅金融公庫大阪支店返済相

談専用電話(容06-6281-9569)。

■城南地域職業訓練センター

　圃１月23日(日)から同センター

(公46-0688)。

　＜表計算初級エクセル＞[〉とき

…２月28日～３月16日の月・木曜、

午後６時半～９時。６回[＞受講料

･･･1万1000円。

　＜ワープロ初級ワード＞[〉とき

…２月28日～３月16日の月・木曜、

午後６時半～９時。６回t＞受講料

…１万1000円。
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１月31日（月）は市府民税

第４期の納期限です。
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